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90
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各種航海実習、海国祭、端艇レース大会、水泳大会、マラソン大会、安全指導の日

女子 -
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短 期
大 学

18% 11%

海洋系大学・海洋系短大１５名、国際・英語系大学・短大４名
セーリング部（高校総体・国体予選出場）・端艇部(全国大会優勝)・潜水部(全国高校潜水大会出
場)・硬式野球部・サッカー部・バスケットボール部・バレーボール部・ボランティア部・釣り部等

「生徒による授業評価」、「学校運営連絡協議会アンケート」

19%46%
専 門
学 校

その他

-

-

4年度 5年度今年度

今年度の取組と自己評価

男子

実習船「大島丸」での小笠原・沖縄等航海実習。寄宿舎での宅習。

31年度
目標 実績
100

目標

男子

目標実績 目標実績
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数

値

目

標

今年度の数値目標の内容

目標③ 部活動加入率（９０％以上）
目標② 年間講習時間（放課後・ドミトリ）（２００時間以上）
目標① 進路実現（現役生決定率）（100％）

目

標

③

広報活動の工夫と募集対策の充実
学校見学会・説明会を通じ、本校の特色ある教育内容を周知する。
☆中学校への出前授業や体験授業の推進
☆学校外の教育力活用と地域の人材活用した教育活動の推進
☆学校ホームページでのリアルタイムな情報発信と広報紙による情
　 報発信の充実

目

標

②

生活指導の充実と活力ある部活動の推進
生活指導部・寄宿舎部・海洋部・学年が連携し全体指導・個別指導
により規範意識・社会性・人権意識をもつ自律的な生徒を育成する。
☆プリーフェクト（選挙で選ばれた生徒代表）を中心とした生徒の自
　 律的諸活動の推進
☆部活動・生徒会・委員会の活性化と乗船実習等での規律の確立

目

標

①

生徒の進路実現（進路指導の一層の充実）
進路キャリア教育部と学年、各教科の連携を強化し、生徒一人一人
の学力向上と多様な進路実現を図る
☆言語活動の充実によりコミュニケーション力を高める
☆総合学習プラン、学力スタンダードを有効に活用した取組
☆次世代リーダー育成道場への参加等留学生の輩出

基
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所 在 地

今年度の重点目標

１　進路実現と進路希望をより高いレベルで実現する学力を育てる学校  ２　国際コミュニケーションツールとして、総合的な英語力を育成する。
３　学校行事、寄宿舎生活、部活動を通じて豊かな心と逞しい体を育む学校　４　帰属意識を深め仲間と共により良く生きる生徒を育てる学校

そ の 他
の 特 徴

目 指 す 学 校

主な学校行事

-

そ の 他

学力
検査

制服
男子詰襟（紺）・制帽
女子ブレザー(紺)・制帽

0.751.02
学力
検査

-
年
度
入
学
生

推薦：男女24名　　　学力：男女56名

-
1.67年

度
入
学
生 学力

検査

-

女子

女子

推薦

男子

男子

2.33 推薦

大島町差木地字下原
100-0211 電話

番号
04992-4-0385 募集人員

空路　新中央航空　調布⇔大島（２５分）

入

学

者

選

抜

情

報

応 募
倍 率

二期制・土曜授業（１８回／年）・学校設定科目（海洋政策・日本文化等）

大型実習船大島丸にて航海実習 校 服

　２１５名（内在京生徒１８３名）

ホームページ

在 籍
生 徒 数

学 科 海洋国際科　＊２年次から類型選択（国際系・海洋系）

http://www.osima-kaiyokokusai-h.metro.tokyo.jp/
自律経営推進予算
02年度(単位：万円)

2,150

「海を通して世界を知る！」
━　体験的国際教育・海洋教育　━

主 な 部 活 動

-

ア ク セ ス
東海汽船　高速船　竹芝⇔大島（１時間４５分）　熱海⇔大島（４５分）

出帆港からバス　元町⇔海洋国際高校前（20分）岡田⇔海洋国際高校前（40分）
女子

-
教育課程の
特 徴

実 績
四年制
大 学

特 徴

学 校 評 価

校

章

都立大島海洋国際高等学校 全日制課程
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http://www.osima-kaiyokokusai-h.metro.tokyo.jp/#



